
 

 

 

 

 

平成 26年７月 15日 

各 位 

会 社 名 株 式 会 社 イ グ ニ ス 

代 表 者 名 代表取締役社長 銭  錕 

（コード番号：3689 東証マザーズ） 

問 合 せ 先 取締役管理部長 山 本 彰 彦 

（ TEL. 03-6408-6820） 

 

東京証券取引所マザーズへの上場に伴う当社決算情報等のお知らせ 
 

  当社は、本日、平成 26 年 7 月 15 日に東京証券取引所マザーズに上場いたしました。今後とも、な

お一層のご指導ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 なお、平成 26年９月期（平成 25年 10月１日～平成 26年９月 30日）における当社グループの業績

予想は以下のとおりであり、また、最近の決算情報等につきましては別添のとおりであります。 

 

【連 結】                 (単位：百万円・％） 

決算期 

 

項 目 

平成 26年９月期 

（予想） 

平成 26年９月期 

第２四半期累計期間 

（実績） 

平成 25年９月期 

（実績） 

 構成比 
対前期 

増減率 
 構成比  構成比 

売 上 高 2,010 100.0 +129.8 787 100.0 874 100.0 

営 業 利 益 490 24.4 +59.1 130 16.6 308 35.3 

経 常 利 益 490 24.4 +59.4 130 16.5 307 35.1 

当 期 （ 四 半 期 ） 純 利 益 294 14.6 +46.5 73 9.3 200 22.9 

１株当たり当期（四半期）純利益 53円 47銭 13円 56銭 37円 17銭 

１ 株 当 た り 配 当 金 0 円 00銭 0 円 00銭 0 円 00銭 

（注）１．平成 25 年９月期（実績）及び平成 26 年９月期第２四半期累計期間（実績）の１株当たり当期（四半

期）純利益は期中平均発行済株式数により算出しております。平成 26年９月期（予想）の１株当たり

当期純利益は公募株式数（460,000 株）を含めた予定期中平均発行済株式数により算出し、オーバー

アロットメントによる売出しに関する第三者割当増資分（最大 178,900株）は考慮しておりません。 

２．平成 26 年３月 10 日付で、普通株式１株につき 600 株の株式分割を行っております。上記では、平成

25 年９月期の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり当期（四半期）純利益を算出し

ております。 

 

以上
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四半期決算説明会開催の有無      ： 無       
  
  

  （百万円未満切捨て） 

１．平成26年９月期第２四半期の連結業績（平成25年10月１日～平成26年３月31日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）   
  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

26年９月期第２四半期 787 － 130 － 130 － 73 － 

25年９月期第２四半期 － － － － － － － － 
  
（注）包括利益 26年９月期第２四半期 75 百万円 （－％）   25年９月期第２四半期 － 百万円 （－％） 
  

  
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 

四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

26年９月期第２四半期 13.56 － 

25年９月期第２四半期 － － 

（注）１．平成25年９月期第２四半期については、四半期連結財務諸表を作成していないため記載しておりません。 
   ２．当社は、平成26年３月10日付で普通株式１株につき600株の割合で株式分割を行っております。当連結会計年度の

期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益を算定しております。 
   ３．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、平成26年９月期第２四半期に

おいて当社株式は非上場であり、期中平均株価が把握できないため記載しておりません。 
  

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

26年９月期第２四半期 640 228 35.6 

25年９月期 518 153 29.5 
  
（参考）自己資本 26年９月期第２四半期 228 百万円   25年９月期 153 百万円 
  

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

25年９月期 － － － 0.00 0.00 

26年９月期 － 0.00      

26年９月期（予想）     － 0.00 0.00 
  
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無     
  

３．平成26年９月期の連結業績予想（平成25年10月１日～平成26年９月30日） 

  （％表示は、対前期増減率）   

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 2,010 129.8 490 59.1 490 59.4 294 46.5 53.47 
  
（注）１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無 
   ２．平成26年９月期（予想）の１株当たり当期純利益は公募株式数（460,000株）を含めた予定期中平均発行済株式数

により算出し、オーバーアロットメントによる売出しに関する第三者割当増資分（最大178,900株）は考慮してお
りません。  

  



 

※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 有     

新規 ３社 （社名）株式会社イグニッション、スワッグアップ株式会社、株式会社スタジオキング 

除外  －社 （社名） 
  

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無     
  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無       
②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無       
③  会計上の見積りの変更                        ： 無       
④  修正再表示                                  ： 無     

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年９月期２Ｑ 5,400,000 株 25年９月期 5,400,000 株 

②  期末自己株式数 26年９月期２Ｑ － 株 25年９月期 － 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 26年９月期２Ｑ 5,400,000 株 25年９月期２Ｑ － 株 

（注）１．当社は、平成25年９月期第２四半期については、四半期財務諸表を作成していないため、「期中平均株式
数」を記載しておりません。 

   ２．当社は、平成26年３月10日付で普通株式１株につき600株の割合で株式分割を行っております。前連結会計
年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、株式数を算定しております。 

  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外でありますが、この四半期決算短信の

開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表に対するレビュー手続は終了しております。  
  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。 

 また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想の

ご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ４.「当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想など

の将来予測情報に関する説明」をご覧ください。  
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

 当社グループは、前第２四半期連結累計期間については四半期連結財務諸表を作成していないため、前年同四半期連

結累計期間との比較分析は行っておりません。 

  

（１）経営成績に関する説明 

 当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、公共投資を中心とした経済政策による財政出動や日本銀行によ

る大規模金融緩和策の継続、平成32年における東京オリンピック決定への期待感などを背景に円安・株高の傾向とな

り、全体として一定の回復の兆しを見せております。しかしながら、個人消費については堅調に拡大傾向であるもの

の、平成26年４月から実施された消費税増税に伴う同年３月末までの駆け込み需要の反動により回復の鈍化が見込ま

れるなど、依然として景気の先行きが不透明な状況が続いております。 

 当社グループの主要な事業領域である国内スマートフォン向けアプリ市場は、スマートフォンの国内普及件数が平

成25年９月に5,000万件を突破（注１）し、順調にスマートフォンの普及が進んでいることを背景として、平成25年の

国内スマートフォンゲーム分野の市場規模が5,468億円に達し国内ゲーム市場規模全体の約５割を占める（注２）な

ど、市場規模の拡大が継続しております。 

 このような経営環境の中、当社グループの市場競争力の基盤であるユーザーの高い継続率やARPPU（注３）を背景と

して、「だーぱんコレクション」に代表される既存タイトルの無料ネイティブアプリ（注４）から安定的な広告収入

を確保いたしました。 

 また、新しいビジネスモデルとして経営資源を投入している全巻無料型ハイブリッドアプリ(注５)では、各出版社

等と連携して「サラリーマン金太郎」や「ろくでなしBLUES」等の有名な漫画タイトルを複数提供いたしました。同ア

プリは20代から30代の男性ユーザーを多く獲得し、広告収入及び課金収入の拡大に寄与いたしました。  

 さらには、平成25年11月より提供を開始したネイティブソーシャルゲーム（注６）「神姫覚醒!!メルティメイデ

ン」のAndroid版について、平成26年１月より本格的にプロモーションを開始いたしました。iOS版を通して培ったゲ

ーム運用のノウハウを生かすことで順調にユーザー数を拡大し、課金収入の拡大に寄与いたしました。 

   

（注）１．出典：株式会社MM総研[東京・港区] 

   ２．出典：株式会社CyberZ[東京・渋谷区] 

   ３．ARPPUとは、Average Revenue Per Payed User の略で、課金者一人当たりの平均月間売上高のことであり

ます。 

   ４．ネイティブアプリとは、プログラムをGoogle PlayやApp Store等のプラットフォームを通じて端末にダウ

ンロードして利用するアプリケーションのことであり、常時ネットワーク環境を必要とするブラウザアプ

リと比し、利用時のユーザーストレスが少ないことを特徴とするものであります。 

   ５．全巻無料型ハイブリッドアプリとは、すべてのコンテンツを毎日30分無料で提供し、30分以降もコンテン

ツを楽しみたいユーザーは特定の話数を課金購入することで続きを楽しむことができ、収益源が広告収入

と課金収入のハイブリッド型となっているアプリであります。 

   ６．ネイティブソーシャルゲームとは、ネイティブアプリのうち他のユーザーとコミュニケーションをとりな

がらプレイするオンラインゲームのことであります。 

   

 当社グループはスマートフォンアプリ事業の単一セグメントのため、セグメントごとの記載はしておりません。な

お、ジャンルごとの取組みは以下の通りであります。 

  

（無料ネイティブアプリ） 

 無料ネイティブアプリによる広告収益を拡大させるため、人員拡充による開発ラインの強化や、広告設計のさらな

る見直しにより、MAU（注７）の拡大に努めました。 

  

（注）７．MAUとは、Monthly Active Usersの略で、ある月に１回以上、アプリの利用があったユーザーの数のことで

あります。 

  

 以上の結果、当第２四半期連結累計期間における当ジャンルの売上高は461,684千円となりました。 
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（全巻無料型ハイブリッドアプリ） 

 平成25年11月より全巻無料型の漫画アプリ「サラリーマン金太郎」全30巻の漫画アプリ、平成25年12月より「魁!!

男塾」「曉!!男塾 青年よ、大死を抱け」の全59巻の漫画アプリ及び「まじかる☆タルるートくん」の全21巻の漫画ア

プリ、平成26年２月より「ろくでなしBLUES」の全42巻の漫画アプリをApp Storeにて提供開始しました。また、

Google Playにて平成26年１月より、App Storeにて平成26年２月より「ろくでなしBLUES」の全42巻の漫画アプリを提

供開始しました。 

 これらのアプリが20代から30代のユーザーに支持されたことにより、ユーザー数を順調に獲得し、収益の拡大に大

きく寄与しました。引き続き、同世代に馴染みのある漫画タイトルをアプリ化するため大手出版社と交渉を進めてお

ります。 

 以上の結果、当第２四半期連結累計期間における当ジャンルの売上高は194,934千円となりました。 

   

（ネイティブソーシャルゲーム） 

 平成25年11月にGoogle Playにて提供を開始したネイティブソーシャルゲーム「神姫覚醒!!メルティメイデン」の

Android版について平成26年１月より本格的なプロモーションを開始しました。積極的なプロモーション活動により順

調にユーザー数を拡大し、iOS版を通して培ったゲーム運用のノウハウを生かすことで課金収入の拡大に寄与いたしま

した。 

 以上の結果、当第２四半期連結累計期間における当ジャンルの売上高は131,076千円となりました。 

  

 この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は787,694千円、営業利益は130,585千円、経常利益は130,079千円、

四半期純利益は73,203千円となりました。 

  

（２）財政状態に関する説明 

（資産） 

  当第２四半期連結会計期間末の総資産は640,165千円となり、前連結会計年度末に比べ121,549千円増加致しまし

た。流動資産は448,023千円（前連結会計年度末比78,570千円増）となりました。主な増加要因は、事業規模の拡大に

より売掛金が68,361千円増加したことなどによるものであります。固定資産は192,141千円（前連結会計年度末比

42,979千円増）となりました。主な増加要因は繰延税金資産（固定）が31,063千円増加したことなどによるものであ

ります。 

  

（負債） 

  当第２四半期連結会計期間末の負債は412,025千円となり、前連結会計年度末に比べ46,604千円増加致しました。流

動負債は399,257千円（前連結会計年度末比87,491千円増）となりました。主な増加要因は、事業規模の拡大により買

掛金が27,976千円増加し、運転資金の借入により短期借入金が150,000千円増加したこと、主な減少要因は、法人税の

支払いにより未払法人税等が115,108千円減少したことなどによるものであります。固定負債は12,767千円（前連結会

計年度末比40,887千円減）となりました。主な減少要因は、借入の返済により長期借入金が40,896千円減少したこと

などによるものであります。 

  

（純資産） 

 当第２四半期連結会計期間末の純資産は228,140千円となり、前連結会計年度末に比べ74,945千円増加致しました。

主な増加要因は利益剰余金が72,686千円増加したことなどによるものであります。 
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 国内スマートフォン向けアプリ市場は、順調にスマートフォンの普及が進んでいることを背景として、市場規模の

拡大が進んでおります。それによりスマートフォン向けアプリのサービスラインは多様化してきておりますが、ユー

ザーの潜在的なニーズは未だ大きいものと考えております。 

 このような市場環境の中、当社グループとしましては、既存事業に係る収益の拡大を図るため、無料ネイティブア

プリについては開発ラインを増強するとともに新ジャンルアプリの開発、全巻無料型ハイブリッドアプリについては

ラインアップの拡充、及びネイティブソーシャルゲームについては既存タイトル強化と新タイトルのリリースを行っ

て参ります。 

また、当社グループは「世界にインパクトを与えなければ、気がすまない」を経営理念とし、「次のあたりまえを

創る。何度でも」をミッションとしており、ユーザーの潜在的なニーズを掘り起こし、新たな市場創造を目指して参

ります。 

 以上を踏まえ、当期（平成26年９月期）の業績予想につきましては、売上高2,010,555千円（前年同期比129.8%

増）、営業利益490,830千円（前年同期比59.1%増）、経常利益490,069千円（前年同期比59.4%増）、当期純利益

294,041千円（前年同期比46.5%増）を見込んでおります。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 第１四半期連結会計期間より、非連結子会社であった株式会社イグニッション及びスワッグアップ株式会社につい

て重要性が増したため連結の範囲に含めております。 

 当第２四半期連結会計期間より、新規に設立した株式会社スタジオキングについて連結の範囲に含めております。 

  

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 該当事項はありません。 

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 該当事項はありません。 
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３．四半期連結財務諸表 

（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円） 

        前連結会計年度 

(平成25年９月30日) 

当第２四半期連結会計期間 

(平成26年３月31日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金及び預金 155,335 173,822 
    売掛金 171,308 239,670 
    貯蔵品 233 200 
    その他 42,575 34,330 
    流動資産合計 369,453 448,023 
  固定資産     

    有形固定資産 26,248 26,041 
    無形固定資産 1,099 14,074 
    投資その他の資産     

      繰延税金資産 58,819 89,883 
      その他 62,994 62,142 
      投資その他の資産合計 121,813 152,025 
    固定資産合計 149,162 192,141 
  資産合計 518,615 640,165 

負債の部     

  流動負債     

    買掛金 12,351 40,327 
    短期借入金 10,000 160,000 
    未払法人税等 197,766 82,658 
    ポイント引当金 21,791 38,484 
    1年内返済予定の長期借入金 13,656 － 
    その他 56,200 77,786 
    流動負債合計 311,765 399,257 
  固定負債     

    長期借入金 40,896 － 
    資産除去債務 12,759 12,767 
    固定負債合計 53,655 12,767 
  負債合計 365,420 412,025 

純資産の部     

  株主資本     

    資本金 1,000 1,000 
    利益剰余金 154,220 226,907 
    株主資本合計 155,220 227,907 
  その他の包括利益累計額     

    為替換算調整勘定 △2,026 232 
    その他の包括利益累計額合計 △2,026 232 
  純資産合計 153,194 228,140 

負債純資産合計 518,615 640,165 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

（四半期連結損益計算書） 

（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円） 

    
当第２四半期連結累計期間 

(自 平成25年10月１日 

 至 平成26年３月31日) 

売上高 787,694 

売上原価 317,270 

売上総利益 470,424 

販売費及び一般管理費 339,838 

営業利益 130,585 

営業外収益   

  受取利息 22 
  雑収入 1,594 
  営業外収益合計 1,617 

営業外費用   

  支払利息 871 
  持分法による投資損失 426 
  雑損失 824 
  営業外費用合計 2,123 

経常利益 130,079 

税金等調整前四半期純利益 130,079 

法人税、住民税及び事業税 82,742 

法人税等調整額 △25,866 

法人税等合計 56,875 

少数株主損益調整前四半期純利益 73,203 

四半期純利益 73,203 
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（四半期連結包括利益計算書） 

（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円） 

    
当第２四半期連結累計期間 

(自 平成25年10月１日 

 至 平成26年３月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 73,203 

その他の包括利益   

  為替換算調整勘定 2,259 
  その他の包括利益合計 2,259 

四半期包括利益 75,463 

（内訳）   

  親会社株主に係る四半期包括利益 75,463 
  少数株主に係る四半期包括利益 － 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円） 

    
当第２四半期連結累計期間 

(自 平成25年10月１日 

 至 平成26年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

  税金等調整前四半期純利益 130,079 
  減価償却費 7,492 
  受取利息 △22 
  支払利息 871 
  持分法による投資損益（△は益） 426 
  売上債権の増減額（△は増加） △68,332 
  たな卸資産の増減額（△は増加） 33 
  仕入債務の増減額（△は減少） 27,974 
  ポイント引当金の増減額（△は減少） 16,693 
  その他 26,125 
  小計 141,341 
  利息の受取額 22 
  利息の支払額 △891 
  法人税等の支払額 △197,786 
  営業活動によるキャッシュ・フロー △57,313 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

  有形固定資産の取得による支出 △5,955 
  無形固定資産の取得による支出 △14,285 
  関係会社株式の取得による支出 △4,750 
  その他 △2,377 
  投資活動によるキャッシュ・フロー △27,368 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

  短期借入金の純増減額（△は減少） 150,000 
  長期借入金の返済による支出 △54,552 
  財務活動によるキャッシュ・フロー 95,448 

現金及び現金同等物に係る換算差額 2,216 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 12,981 

現金及び現金同等物の期首残高 155,335 

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 5,505 

現金及び現金同等物の四半期末残高 173,822 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

 該当事項はありません。 

  

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

 該当事項はありません。 

  

（セグメント情報等） 

 当社グループは、スマートフォンアプリ事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

   

 


